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太
閤
の
時
越
後
問
主
期
左
衛
門
は
、
政
務
{
乱
数
世
上
に
て
名
人
左
衛

相
動
罷
在
候
。
段
々
御
取
立
被
成
候
。
或
時
大
勝
を
召
て
御
刑
制
料
紙

御
剛山
被
遊
。
御
前
へ
上
之
候
所
花
、
何
や
ら
ん
一
絞
御
前
被
成
、
凡
L

E
律
問
玄
詐
へ
北
ハ
方
持
参
相
政
し
候
桜
に
と
御
波
に
判、

御
衣
へ
迄

混
出
候
底
御
呼
戻
し
被
遊
、
右
の
御
耽
同
付
を
御
取
返
し
御
引
裂
一被

成
、
叉
別
陀
御
調
替
玄
辞
へ
相
渡
し
候
桜
陀
と
仰
窓
に
候
故
、
大
陸

持
参
し
相
波
候
所
陀
玄
蒋
拝
見
し
、
扱
々
結
構
の
御
事
、
御
自
分
へ

千
五
百
石
功
刊
し
同
一
一
許
一
日
r
k初
時
御
加
増
被
下
候
旨
御
意
陀
候
旨
、
共
産

に
て
申
渡
し
匿
に
御
躍
中
上
候
。
肌
山
之
俄
陀
高
知
に
罷
成
候
回
目
。
最

初
被
遊
候
時
は
、知
行
少
〈
思
召
候
故
御
加
増
被
成
候
か
、
叉
は
減
し

被
遊
候
か
ロ
此
公
陀
限
り
御
減
被
遊
事
は
無
之
告
、
憶
に
最
初
よ
り

御
増
被
成
候
も
の
と
時
の
人
々

下
回
虫
候
凶
円
。

門
肢
と
呼
巾
・程
陀
候
。
微
妙
公
の
御
時
、
或
日
問
問
勝
監
被
参
、
色

h
k

仰
酬
し
有
之
、左
衛
門
肢
の
事
も
山川
で
、仕
世
名
人
と
申
候
。
此
間

も
永
候
へ
ば
近
習
小
姓
あ
が
り
の
内
、
出
頭
の
者
雨
入
有
之
、
荷
車

問
械
に
糊
勤
候
所
、
或
年
一
人
の
者
へ
加
増
千
五
百
石
一
度
陀
給

り
、
一
人
の
者
へ
は
何
の
事
も
無
之
候
。
其
者
且
て
前
に
替
事
も
本

〈
相
勤
候
。
三
年
過
て
被
申
渡
候
は
、
先
年
一
人
の
者
へ
加
増
進
し

一
所
に
可
取
も
の
を
と
存
じ
、
車
中
公
陀
も
ふ
て
可
申
も
の
に

砂
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キ
サ
、
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内
問
た
め
候
待
共
、
且
て
其
様
子
も
無
之
、
治
文
宜
数

制
動
候
奇
特
の
事
陀
候
。
依
之
遣
し
候
旨
に
て
、
同
じ
〈
千
五
百
石
加

峨
給
候
回
目
明
し
被
申
候
庭
、微
妙
公
、
将
監
殿
は
笈
明
人
と
粂
て
存
知

候
へ
ば
、
存
外
成
事
を
被
申
候
。
そ
れ
は
左
術
門
殿
に
は
至
極
不
料

簡
に
候
。

左
様
に
気
陀
入
出
頭
の
者
は
、
大
勢
の
内
に
も
大
切
な
る

も
の
に
候
。
然
る
陀
三
年
の
問
た
め
し
申
な
ど
t
A

申
て
た
め
ら
ひ
、
治

そ
く
加
増

t
れ
候
事
は
沙
汰
の
限
り
と
存
候
。
若
し
ふ

τ候
へ
ば
家

来
一
人
扮
申
様
成
も
の
に
候
。
ふ
て
る
筈
の
事
に
候
。
ふ
て
宇
候
て

う
か
/
¥
勤
候
や
つ
は
、
何
の
役

K
も
立
川
政
候
と
御
意
に
候
。
同

御
代
水
原
主
役
は
、
土
佐
米
子
陀
て
大
事
と
申
候
。
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故
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知
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